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1 調 査 地 の 概 要
Ⅰ-I.森林の種葉頁
各調査地を説明する前にまず森林の種類について簡単にのべておこう｡
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タイ国の森林の種類や命名についてはい くつかの説があって必 らずLも一定 してはいないよ
16)












降水量が多 く,ほとんど乾季のみ られない南タイでは TEFが支配的である｡乾季の認めら
れるモンスーン地帯でも水分の供給が多いと常緑の DEFがみ られるが,乾燥がはげしくなる














って, 低い丘陵や浅い湖が散在 している｡ 降水量
は一般にす くないが, この地方の 西縁をなす山地
が南西モソス-ソをさえぎるので, この影響をう











Khoratからほぼ南へ約 60km の山地で DEF地帯であるが,DDFと接し,入 り混っている｡









Khorat地方の東北部,NakhonPhanom の西方には広大な DDFが分布 している｡調査地
はこの町から約 60km 西方の海抜約 150m の極めてゆるやかな波状地形の台地の上に成立 し
た DDFで,砂岩,硬岩を母材とし,ほとんど平坦である｡
A-3.MKD (Mukdahan)地区
Mukdahanと SakhonNakhonを結んだ繰上には, 高 くはないが,一連の山地が分布して





Ubonか ら東方へ約 70km, ラオスとの国境に 近 く, 海抜 150-200mのゆるい丘陵で,也
形の変化は乏 しい｡ 各調査地点はほとんど平坦 とい ってよい｡ 森林は主に MDFであるが,
DDFを介在 している｡母材は砂岩,硬岩である｡ ここで MDFについて3点,DDFについ
て1点の調査を行なった｡
A-5.PBL(Phibul)地区
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地区である｡ この山地は急な斜面と平坦で台地状の項部をもち,石灰岩を母材とするが,山頂
部では砂岩,山麓では砂岩と石灰岩とが入 り握っている｡
山頂では Pinusmerkshiの疎林と渓流沿いに 成立した HEF とが混っており, 中腹では





北タイの山地は Chaophraya河の上流である西から Ping,Wang,Yon,Nam 河をはさ
杏,はば平行 して南走する山脈よりなっている｡これ らの山脈のうち Ping,Wang流域では
風化に抵抗的な花尚岩山地が多 くて高度が高い｡石灰岩も所々に分布 し,切 りたった断崖が発
達 して奇観を塁する｡地形,地質は一般に東北部とは対象的に複雑である｡
降水量は多 くはなく,Chiengmaiで 1340mm であるが,冬季昼夜の温度差が他地方に比し
て大きく,気候は大陸的であり,山地が多 くて地形は複雑であって,DDF の占める割合は東
北部よりずっと小さく,MDFや DEFが多 く,海抜 1,000mをこえると HEFが発達するよ
うになる｡
B-1. TSL(ThulgSalaengLuang)地区




には数多 く Teakの混交がみられた｡母材は確認できていないが KanchanaburiandPhuket
seriesに属する頁岩と推定される｡斜面下部で傾斜約 300であった｡
B-3.LPN (Lampang)地区
Ngaoか ら Lampangに向かって約 20km のところに Teakの人工林が多 く,これを管理
する Stationがある｡人工林面積は約 2,100haで, 林令22年生までの各令階を含み,付近に
は Teakが混交する MDF天然生林もみ られる｡
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Chiengnlaiの西方の DoiSutep山頂付近から DoiPuiの問,海抜約 1,400m の HEF が調








西海岸の Trang から約 20km 西方,Patthalung との中間にあたるC 花嵐岩を母材とする
山地で比較的急峻,複雑な地形をもち,TEF でおおわれている｡ こC⊃地区で地形の異なる7
点について調査 した｡
表 1 調 査 地 一 覧 表
地方 森 林 の 種 疑 . 地 区 名
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C-2. STL (Satul)地区
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月平均気温
の最低 ｡C









26oC～28oC のせまい範囲内にあって, 全国的にその差はす くないといえよう｡ 月平均気温の
最高も 28oC～30oC でたいてい4- 5月にあらわれる｡一方,月平均気温の最低は東北,北タ
イの各地で大差はないが,南タイではかなり高 く,気温の較差がずっとす くないという違いを
示 している (図 2)｡









降水量は表 2のように, 東 北, 北 タ イ で は
NakhonPhanom の例を除いて と もに 1100-
1500mm程度であって,両地方の問に著 しい差異
はなく,乾季の長さにおいても大差はない｡
一万で最 も乾燥型 とみ られる DDFは東北 タイ
に多 く分布 し, ここでは全森林両横の約70%を占
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そしておそらく内陸に向かい,または山地であるほど樹雨の発生に有 利 とな る で あ ろ う｡
14)
Pendletonもこれを "nightrainintheforest‥ とよんでいる｡
南タイの TEF地帯は年降水量が明らかに多 く,しかも東北や北タイにくらべ乾季 もあいま
いで短かい｡
Ⅱ 調 査 結 果 と 考 察
森林土壌の性質は気候,母材,植生,地形,人為など多 くの要因の影響の下に決定 される｡
今回の調査では DDFか らHEF,TEF までの種々の森林を,母材では砂岩,石釈岩,花嵐岩
を含み, 気温, 降水量は各調査地ごとに異なっており, 同時に地形 も一定 していない｡ それ
散, これ ら各調査地の土壌の性質は決して一様ではない｡
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Al : 0-3cm,灰褐 (7.5YR5/4),finesandyloam,乾燥してかたい, 粒状構造弱度, 小円
傑多,細板多｡
A2 :3-15cm,灰燈 (7.5YR6/4),finesandyloam,乾燥 してかたい, B層との境は判,小
円疎多｡




Ao層の発達は不良で林床が裸出することが多 く, 僅かに腐植を含んだA層がみ られるが著
しく乾いており,かたい｡B層との境界は一般に比較的明瞭である｡ B層では下層に向かって








A2 : 5-13cm,黒褐色 (7.5YR2/2),aれesandyloam,B層との境は判,戟,軟,細板多｡












B:25- , 明軽褐 (7.5YR6/8),Bnesandyloam,塊状構造弱度,もろい,戟,乾｡
東北タイ東部の砂岩を母材とする丘陵性の地形にみられるその他のMDFでは,土色におい










A :0-40cm,黒褐色 (上部 2.5YR2/2,下部 2.5YR3/2),clayloam,塊状構造,B層へ漸
変,戟,かたい,地表面に亀甲状の割 目がみ られる｡




PTC地区,海抜約 450m の丘陵頂部,ほとんど平坦,砂岩,硬岩を母材 とし,地表面に砂
岩塊の露出がみられたc
A｡:新鮮な落葉が全面をおおう｡ど,H 層なし｡
A :0-10cm,褐色 (7.6YR4/6),finesandyloam,粒状構造弱度, もろい,B層-漸変,
軟,乾｡
Bl :10-55cm,赤褐色 (5YR4/6),Rnesandyloam,塊状構造弱度,もろい,やや硬,乾｡
B2 :55- ,赤褐色 (5YR4/8),小円磯多 く,かたい,やや粘着性を増す,岩塊あり｡
(i)-(a)に示した NPNlに比べると,DEF のものは A･B層の推移が 比較的漸変的であ
る｡また,小円硬を含む層が概して DDFでは浅 く,そのうえ甚 しくかた く固結していたのに
対し,DEFではやや深 く,かたいが DDF のように固結 しない｡ この違いは土壌の深さに関
係 しており,生態学的に重要な問題である｡
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A :0-44cm,黒色 (7.5YRl/1),下部では黒褐色 (5YR2/1)に漸変する｡sandyloam,団
粒構造,潤,粗しょう,B層への移行は判,表面に細根多し｡







A :0-20cm,黒色 (10YR2/1)から下部で暗褐色 (10YR3/3)に漸変,sandyloam,B層
へ漸変,軟,潤｡


















































O PTC5'型 北部タイ Plr7eFoFIE51L,
図3 採取時含水率 (最大容水量に対する,Oof)の森林の種突如こよる違い
D :DDF,M :MDF, E :DEF, H :HEF,T :TEF
同じ森林に属していても地形,母材,土壌の性質,地方などの違いがあるため,ノミラツキは
大きいが,表層土についてみると,DDF では一般に強 く乾燥 して水分がす くなく, つ い で
MDF,DEFであり,HEFや TEFでは50%以上の高い含水率を示 し, 植生が乾性になるほ
ど表層土の乾燥がよりよく進んでいることを示 している｡
同じ傾向が同一地域内で海抜高の違いに応ずる気候,従って植生の違いによっておこってい
ることが認められる｡すなわち,PKDでは海抜 1,200m の山頂部のIiEFではいずれ も50%
以上の含水率を示 したのに対 し,山腹中部以下の MDFや DEFでは約30%,DDFでは約13
%にすぎなかった｡
このように乾季12月～ 1月の表層土の含水率には気候条件の違い,従って森林の種類の違い
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表 3 採取時含水率 (最大容水量に対する%)と0-70cm 床の水分量 (ton/ha)
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水分量 0-701635 509 864 940 149 954 733 1,940 2,317 1,978 2,397 1,051 1,171
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DDF でとくに大きな含水率を示 したのは PTC5,6であって,ともに山脚の平地にあり,
軟 く深い土壌であった｡これに対 し,斜面上部ないし台地上の NPNl型の土壌では,含水率
比lo-21%で,前者に比しす くなかった｡このことは地形 または土壌の性質が土壌の乾燥のす
すみかたに密接に関係 していることを示している｡


















は 林分生長 もまた 地形の影響をう
けることが考えられる｡
MDF におけるバラツキに は 地
方差が密接に 関係していた ように
みえる｡ すなわち, 東北 タイ東南
部のMKD,SNI地区のものは表層
土の含水率が10-30%であったのに対 し,北タイの MDFでは LPN3で約14%と低かったの
を除 くと,他は38%以上で東北タイのものより高かった｡各調査地はおおよそ斜面下部,平坦




DEF でみ られるノミラツキもまた地形の違いによるものとみ られる｡ 山脚部平坦 地 の PTC
20では約50%と高い値を示 したのに対 し,その斜面上部の PTC3,4では約25-30%にすぎ
なかった｡
なお,PTC3,4の含水率を憐接 した DDF (PTC15,16)と比較すると,DDFではともに
約17%で DEF のそれより低かった｡DDFは疎林で地表面が裸出することが多 く, 林地は日
光の直射をうけ乾燥にさらされる｡これに対 し,森林が密で複雑であるほど地表面の乾燥を防
-14 9 1 339
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候などが関係しているのであろうが,乾季が長 く続 くと次第に深 くまで乾燥が進行 していくこ
とが予想される｡
70cm 深までの水分量を求めると,表 3に示しなように, 50-250mm の範囲内にあった｡
このうち東北タイ東部 (MKD,SNIなど)でとくに小さく 50-100mm にすぎなかった｡こ
れ らを除 くと他はすべて 100mm 以上で,HEF,TEF 七は 200mm 以上であった｡DEFや
















表 4 最 大 容 水 量 % (対容量)
深さ
調査地
PTC3 PTC4 PTC5 PTC6
cm (
15- 0 弓 45.6 5°.5 49.6 41.2
20-30 r43.7 41.1 41.8 45.8
30-50
50-70
40.6 42.7 39.9 46.0
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SNI2 SNI3 SNI4 PBL PKDI PKD2 PKD3 PKD4 PKD6 PKD7
39.3 51.0 44.4 37.0 66.4 61.5 52.2 55.4
35.8 57.6 41.1 35.0 60.4 50.6 45.1 47.8
42.2 44.5 39,3 48.8 44.0 42.3 44.6
41.6 38.7 35.2 48.0 36.6 35.6
43.8 41.0 46.5 38.8 42.0 35.4
40.5 33.0 33.6 35.0 44.5 47.3
?? ?? ????? ?? ???? ?? ????
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容章重 (細土)
oDDF- x卜1DF ●DEF △HEF' *TEF
図6 容帝重 (g/100cc)と最大容水量 (容量%)との関係
いう関係が成立するようである｡容積重は後述するように有機物量 と関係 し,有機物が多 くな
ると容審重が小さくなる傾向があるか ら,密な森林におおわれ,水分環境がよくなるに従って,
土の有機物量 も増 し,構造が発達 し,堆積 も粗になり,その結果最大容水量 も大 きくなるとい
う一連の因果関係を認めることができよう｡
このような傾向は同一地区内の地形の違いによる水分環境の差によってもおこっている｡ た
とえば PTC地区の同一斜面の頂部,中部, 下部でとった PTC7,ll,12を比較すると,最
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大容水量はそれぞれ 52,59,60と下部に向かって大きくなり, 同時に容積重は 121,111,




















































D 〃 E H T D ～ E- H T D 〃 E H T
図7 容積量 (細土 g/100cc)の森林の種類による違い
凡例は図 3に同じ
細土の容積重は一般に 100をこえる大きな値を示 した｡ 日本の各地の林地ではほとんど100
をこえないのに比べ著 しく大きいといえようOこれには有機物含有率が小さいうえに,砂岩に
由来する finesandyloam などでは構造がほとんど発達していないことなどが関係している
と思われる｡ただ し,CMIの土壌は他に比し容積重が著 しく小さかった｡ これは後述するよ
うに土壌の有機物含有率がとびぬけて大きかったということによるものと思われる｡
図 7にみ られるように, 容積重の森林の種類による違いは明らかではなかった｡ しか し,
PTC地区内で DDF と DEF の表層土の容積重を比較すると,斜面上部の DEFで 102,106
であるのに対 し,DDFでは約120に達 しており DDFの方が大 きかった｡疎林でしかも林床の
-153- 343
蓑 5(1) 容 墳 墓 (g/10cc,細土基準)















102 106 126 106 121 1日 104 120 121 77.2
125 115 119 120 117 109 113 130 103 99.3
135 118 136 131 110 69.3 129 128 78.4 126
126 124 140 143 125 95.1 135 124 83.0 134
126 92.5 147 123 121 73.5 142 94 89.0 134
92.4 88.5 165 133 89.1 67.2 137 138
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DCI
? ??? ? ?????
127 138 57.2 105 120
152 137 85.4 117 132
192 140 116 128 138
204 132 140 133 138
141 139 155 150 129









LPNI LPN3 LPN6 CMI KCG2 KCG3 KCG4 STL
120 135 116 45.2 122
128 141 120 55.3
136 145 122 55.8
139 147 148 58.5
137 143 142 69.6
128 140 154 70.9
?? ??? ?? ??
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裸出 した DDFでは表土でさえ著 しくかた く,土壌の物理性が DEFのそれ より悪いことがう
かが える｡
容積重は一般に表土で小さく,深さを増すにつれて大きくなる傾向がある｡そして下層では
磯の量の多少が容着重に関係 している｡NPN lの例で示 したように, 小円裸をある深さか ら





これ らの土壌のかたさをコ ー ン
･ペネ トロメータ-を用いて 測 定
した結果を図8に例示 した｡




cm深 まで達 したのに対 し,DDFで
は貫入の速度がおそ く,20-30cm
深でほとんど貫 入 しな くなってし
まう｡ この深 さはち上うど棟を含
んだ固結層のあらわれる深 さに 相
当している｡DEFでは同じような傑層があっても DDFのようにかた く固結 しない｡
斜面下部の軟かい土壌では PTC5,KCG4などで例示 したように, 約200回の打込 み で






各調査地を通 じて一般に Ao層の発達は貧弱でL層のみよりなり,F,H 層の発達はほとん
どみ られなかった｡
A｡層量は 1m2の方形枠 2-3コについて測定 したものの平均値であり,また倒木や太い枝
を除外 しているので精度は高 くない｡
各調査林分での測定結果をとりまとめたものが表 6であり, これを森林の種類 ごとに区分 し
て図示 したものが図 9である｡
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して 2.5ton/ha以上であって, A｡層量が前二者 より多
い傾向がみ られた｡MDFでは北 タイのものがとくに小
さかった｡これ らは LPN地区の Teakの人工林であ っ
たか ら除外すると,MDFのA｡層量はおおよそ2ton/ha
以上となり,DDFのそれよりやや多 くなる傾向がある,








Ao層量は有機物の供給量 と分解量 との 釣合によって
決まる｡従って分解に関する条件が不良なほど,供給量が多いほど A｡層量は多 くなるはずで
ある｡
DDFや MDFなどでは長い乾季をもち, 前項でのべたように乾きやすい条件下にある｡ 従










4ton/ha と仮定しよう｡ 一方で 落葉量は アフリカ で 10.5ton/ha,北米南部で 8.5-12.1
5) 7)
ton/haに対し, 吉良 らほ タイ国のKCG地区で23.3ton/haであるという｡ 吉良の値のうち









尾根筋では A｡層量が 28tonノhaに達 している例がある｡
これ らの例に比べると TEF での分解は極めて活発に行なわれていることがわかる｡
つぎに A｡層の義分量についてみよう｡ 結果は表 6,図10に示した｡
NL'iroPen
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ほ SN13が逆に最 も多 く, マ グ
ネシウムにおいては PBLがかな
り多かった｡また,PTC地区の斜面中腹の PTCllではチッ素, リン,カルシウムにおいて常
に大きい値を示すが,逆にカリウムでは SNIや PBLのものより低い｡このように Ao層の養
分含有率は立地条件の影響で変るとしても,その反応は物質の性質によって一様ではない｡
分析 した全試料についてみると, Ao層の養分含有率はチッ素 (0.5-1.2%), カルシウム
(0.5-1.5%)で最 も多 く,ついでマグネシウム (0.1-1.0%),カリウム (0.1-0.4%)で
あり, リン (0.02-0.09%)が最 も小さかった｡
前述したように A｡層量は多いもので約 6ton/ha程度にすぎないから,Ao層の義分量は多
-159- 349
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くほない (表 6) ｡
DDF ではチッ素で 7.4-18.7kg/ha,リンで 0.2-1.0kg/ha,カリウムで 1.2-5.6kg/ha,カ
ルシウムで 8-22kg/haで,平均するとそれぞれ 11,0.6,2.6,13kg/haとなる｡また,TEF
ではチッ素で 32-42, リンで 1.2-1.9,カリウムで 8.2-12,カルシウムで 32-48(kg/ha)
である｡TEF は DDF より Ao層量が多いので養分･量 もそれにともなって多いが, 後述する
ように,土壌中の養分量と比較すると Ao層に蓄積されている義分量は極めてす くない｡
なお,Ao層の採取時の含水率は表層土のそれと同様の傾向を示し, 乾性のものはど採取時
の含水率は低かった｡すなわち,DDF で19%,MDFで21%,DEF で27%, HEF で47%,





表 7 (1)～ (3)は炭素,チッ素の含有率を,表 8 (1),(2)は単位容積あたりの量を示し
たものである｡
(i) 炭素量
炭素含有率は表層土でも一般に小さく, 3%をこえるものはまれである｡ 深 さを増すにつれ
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蝿 他 :タ イ国森林土壌における物質量とその循環
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表8(1) 炭素,チッ素量 g/1000cc (*ton/ha/70cm 深)
Carbon














15.88 19.65 16.80 26.06 31.06 19.22 19.75 18.09
10.95 13.10 9.82 19.86 22.18 14.48 8.80 14.25
2.04 8.78 3.83 7.90 14.01 12.27 4.57 9.70
0.71 5.56 2.89 5.12 10.05 8.08 4.24 6.99
0.59 4.92 2.54 2.87 10.05 6.30 3.27 4.90
0.23 2.53 1.33 2.33 9.79 4.22







0-70* 】39.75 41.47 17.81 45.62 27.77 46.38 90.36 49.80 29.63 51.10 18.68 16.65 42.22
恒 KD2 MKD3
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? ?? ??20.92 6.88 43.29 23.90 28.17
ll.37 2.30 36.68 18.23 24.89
6.72 1.26 16.29 18.18 23.86
2.40 0.92 9.93 8.65 18.74
0.76 0.83 5.73 4.34 18.30
0.72 1.82 3.78 2.57 19.14
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37.15 96.60 32.26
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従って, 量を中心 として考えることにする｡ 有機物量は炭素量に定数 (1.724)を乗 じて求
































すなわち,DDF にす くな く,HEFで最 も多 く,降水








高海抜地にある HEFでは炭素量が最 も多 く,CMIで
は 203ton/haに達 している.一方,高温多雨の TEFで
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この図か ら推定すると, 海抜 1,000m
をこえる HEF では A｡層をあ わ せ て






両者JjiF三ヨ係はかJI=りバラツキが大きいが,DEF と MDF ではおおよそ採取時水分量がす く
ないも,Jjほど炭素量 もす くないという関係が認められた｡
前述 したように,DDF では有機物量が最 もす くなく,炭素量で 20ton/1a以下の億を示し
たGHまDDFに眠 られていた,この森林は閉鎖していない疎林であって,林地への有機物供給
10)
量 もす くないと推完されるC そのうえ乾季には野火で林床の有機物が焼失 し,雨季には表土が



















































上部の DEFで 80ton/ha(A｡層と土壌中有機物合計量)であったに対 し,斜面下部の DEF
で 92ton/lュa(PTC20),160ton/ha(PTC12)であって斜面上部のものの方がすくなかった｡
このほか,土壌の母材の違いが林地の有機物量の多少と関係があるようにみえる例がある0
本調査地のうち,土壌中炭素量の多いのは, HEFを除 くと,LPN lの 123ton/ha,PKD
6の 97ton/haなどがとくに多かった｡これらはともに石灰岩を母材とする重粘な土壌であっ
17)































Ao層をあわせて 50in.探まで に炭素量にして 450ton/ha に達する例を報告した｡ 柴田らは












性がある｡吉良 らほタイの KCG地区の TEF で落葉 と落枝だけで 23.3ton/haであるとし,
10)











ったものとして求めることができる｡ いま, 熱帯の森林の落葉落枝量を DDFで 3ton/ha,
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MDFで 6･5ton/ha,DEF,HEFで 13.2ton/ha,TEFで 23ton/ha と仮定する｡DDFにつ
10) ll)
いては小川 らの値をそのまま用いた｡MDFでは小川 らの林分業量 5ton/haに落枝量を考慮し
10) 12)
て 1.3を乗じてえた値である｡DEFでは荻野らの PTC地区での測定で林分業量 7ton/haで
7)
あった｡ しかし落葉量は林分業量より多い傾向がある｡吉良 らによれば TEFで葉量 8.2ton/
haのとき落葉量 11.9ton/haをえているので,7ton/haに 11.9/8.2を乗じて落葉量 とし,














/CO /50 2Ci/r 2JElo 3L10 5)rO
J 手書算 温 度 pC



















%,タイの KCG地区の TEFでは約 330oCで25%前後の値を示しており, 積算温度の上昇
にともなって平均分解率は指数曲線的に増大する傾向が認められる｡
6)






は CMI地区で 1.07%,PKDlで 0.5%であったのを除 くと, 他はすべて 0.2%以下で
あり,DDFでは 0.1%以下のものが多 く,一般に含有率は小さかった.



































種類別にまとめてみると,炭 素 量 二の 場 合
と同様,DDFに最 もす くな く,HEFに
最 も多 く,TEF では再びす くな くな っ
ているOまた,MDF でとびぬけてチ ッ
素量の多い2林地のうちの一つは石沢岩
を母材 とする LPN lである｡





などである｡ 逆に 3ton/ha以下 の小さ
い値を示 したのはほとんど DDFのもの
で あ っ た ｡ DDF では野火や 侵蝕の影響
を強 くうけてお り, CMI では とびぬけ









チッ素の平均分解率は有機物のそれ と同様の方法で求め られ るが,毎年の林地への供給量の
推定が困難である故 さけておき,後に特定の地区 (PTC地区) の林分について再びふれるこ
とにしよう｡
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ただ し, チッ素の平均分解率は炭素または有機物の分解率 と密接な 関係があり, 日本各地
の森林でチ ッ素の平均分解率は炭素のそれの約 1/2-1/3 の場合が多 く,北タイの各種の森
10)
林についての結果 もおおよそ同じ範囲内にある｡ 従って, 落葉藩校の主な部分をなす 樹葉の
チ ッ素含有率に著 しく大きな差異がなければ, おおまかには 前に示した 有機物の平均分解率
の 1/2-1/3程度がタイ国の林地におけるチッ素の平均分解率 とみて大きな誤 りはないであろ
う｡
(ii) C/N について








▲ チッ素量が多い｡ いいか え る と
C/Nが小さい傾向がみ られる｡
20 40 60




















































A｡層量はす くないのに対 して, 土壌
中の炭素,チッ素量は意外に多かったか










70cm 深まで指数曲線を満足するものはまれで,大抵のものは 20-30cm で折れ曲り,勾配
がゆるくなってしまう｡
深 さにともなう減少の度合について PTC 地区内で DDF (5,7,16)とDEF (3,12,20)とを
比較すると,DDFの方がやや勾配が大きいようであった｡これは表面の含有量を 100として
比数の形でかきなおした図21に明らかであろう｡
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うに, 日本の林地 と比較 してとくに表層により
多 く有機物が集中するという傾向はみ られなか
った｡






Ao層量は一般にす くない｡ 最 もす くなかった





では著 しく乾燥 していた｡ MDF,DEFがこれ
につづき, HEFや TEF では50%以上 (最大
容水量に対する官分率)であった｡土壌が充分






土壌の炭素含有率は3%をこえるものはまれで,一般に低い｡ とくに DDF で低 く,HE『
では逆に最 も高い値を示した｡
一方で,容積重が大きいか ら容積あたりの炭素量はす くなくはなかった｡A｡層をあわせ 70
cm 深までの有機物量は 20-350ton/′1aの間にあった｡とびぬけて大きい CMI地区 (1-IEF)
を除外しても 20-250ton/haであるO野火や侵蝕で荒廃した DDF での値が小さく, 最低偵
をひささげているが,日本各地での伯,70-300ton/haに くらへ著 しくす くないとはいえない｡
落葉藩校嵐を推定 して求めた平均分解率は'j滝LIの支配を強 くうけ,気温の上井 とともにはば
指 数曲線的に大きくなる傾向がみられた｡南メイの KCG地区の TEFでは平均分解率が25%







表層土における C/Nは DEF,TEF でおよそ 11.5,その他のものではおよそ15であった｡
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